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　大学のෟ属機関であり、調理実習室を持つ栄養クリニックで特定อ健指導を実施する長所として実践の場の提ڙや実習に

よる生活改善意欲の向上、多様な研究分野の教員からの豊෋な知見を指導に生かせることがあげられる。これらの長所を生

かして手厚いࢧ援を実施し、生活習慣පの予防に寄༩することを目的とする。

　平成27年より実施に向けて、ݕ౼を重Ͷた。ݕ౼内容は指導内容や事務・੥求関連など、ܭըŋ準備すべき内容は多ذに

わたった。طに実施されている施設よりご指導をいただき、平成29年度より日本ドック学会と集合ܖ約̖をక結し、始動

することができた。࣍にこれまでにݕ౼した内容とࢧ援内容の֓要を報告する。

ʲݕ౼಺༰ʳ

ᶃ　当栄養クリニックでՄ能な特定อ健指導、施設৚݅

ᶄ　関連施設（日本人間ドック学会等）との連བྷ、調整

ᶅ　具体的な指導内容、使用教材、資料の準備

ᶆ　੥求等の事務ॲ理

ᶇ　個人情報の管理

ʲ実ࢪ಺༰ʳ

　　˔ੵ極的ࢧ援の場合

電࿩受෇ ʲ初回面઀までに資料༣ૹʳ

‑
初回面઀

ʲ身体ܭ測、減量目ඪ஋ŋ生活習慣改善目ඪの設定、必要にԠじ受診ק঑ʳ
　　　受診ק঑対象者は担当医との連བྷ・連携を実施

‑
継続ࢧ援

ʲ体重ŋෲғ測定結果の֬ೝ、改善目ඪ実施ঢ়گの֬ೝ、目ඪ継続・ୡ成のためのࢧ援ʳ
　　　対象者のر望により電࿩もしくはメールにてࢧ援

‑
中間面઀ ʲ身体ܭ測、中間ධՁと必要な場合改善目ඪの変ߋŋ௥加ʳ

‑
最ऴ面઀ ʲ身体ܭ測、最ऴධՁと今後の目ඪや自ݾ管理についての֬ೝと助ݴʳ

　　˔動機ͮけࢧ援の場合　電࿩受෇ˠ初回面઀ˠ最ऴ面઀

ʲࢀՃऀのײ૝ʳ

　自分１人だけではとても目ඪはୡ成できませんでした、心強いサポ－トをありがとうございました。生活改善目ඪをࢧ援

ऴ了後も継続中です、新たに体を動かす目ඪを௥加しました。

ʲ·とΊʳ

　平成30年度より第３期特定อ健指導が始まり受診ŋ実施率向上のために運用内容の見直しが行われた。新制度への対Ԡを

図りながら、今後は受診者૿加等の課題に取り組んでいく必要がある。� （中村智子）
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